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犬歯 1歯，下顎小臼歯 5歯，計13歯に矯正学的処置をも
含め，外科的に即時移動を行い良好な結果を得た。埋伏
の状態にもよるが，この方法により，多くの歯牙が保存
でき，機能をいとなませることが可能である。 
7. 歯科処置に偶発する顔面神経麻痩の検討 
0土屋晴仁，武藤寿孝，柴博孝
石津貞之 (千大)
今回，われわれは，患者40歳女性が，某歯科にて無麻
酔でブリッジ支台歯形成した後，翌朝より左側末梢性顔
面神経麻療(ベ/レ麻庫)が発生し当科受診後，薬物療法，
マッサージ療法により完治した症例を経験した。特に誘
因なく歯科治療で起る顔面神経麻捧は時に報告されてい
るが，このような症例については誘因を検討し報告し 
Tこ。 
8. 軽度の挫傷から発した tetanusの 1例 
0秋山行弘，高原正明，内山智子
岩田康一 (千大)
伊藤直樹 (千大・神内)
小林章男 (千大・検査部)
破傷風の擢患は近年比較的稀であるが，ひとたび発症
すると，その致死率はきわめて高く，予後不良の疾患で
ある。患者は， 69歳の女性で，口腔内に何ら関口障害の
原因と考えられるような症状がなく，右膝蓋部に軽度の
挫傷を受けた約 2週間後に，開口障害を主訴として当科
へ来科した。入院後，歩行障害などの症状を伴ったが，
典型的な破傷風の症状を発現しなかった 1症例に遭遇し
たので，経過を報告し，若干の考察を加えた。 
9. Infectious mononucleosisの1例 
0高原正明，大木保秀，今井 裕
内山智子，小林 操 (千大)
寄藤和彦 (千大・皮膚)
小林章男 (千大・検査部)
われわれは感染性単核症の 1例を経験したので報告す
る。患者は 18歳女性で，顎下，頚部の腫脹を伴う歯性感
染症の疑いで当科紹介された。歯性頚部リンパ節炎の診
断のもとに AB-PC系抗生物質投与後 4日目より，全身
に及ぶ皮疹が出現， さらに390 C を越える発熱，全身リ
ンパ節の腫脹を認め，軽度に牌腫も触知した。又，末血
像にダウニー E型の異型リンパを多数認め，これらの臨
床所見と検査結果より，感染性単核症と診断した。以後
ステロイドを含む対症療法により軽快をみた。近年，本
疾患とアンピシリンによる皮疹が注目されているが，本
症例でもアンピシリン投与後より皮疹の出現を見た。今
後充分留意しなければならない問題である。 
10.下顎骨吸収性病変の 2 -f9tl 
0藤原元幸，額賀康之，金沢正昭
堀越達郎
(東日本学園大学・歯・口外)
我々 は， X線写真上，下顎骨臼歯部の，骨の吸収像を
みる他，自他覚的に殆んど症状をみなかった 2症例につ
いて手術を施行した。 47歳女性症例では単純性骨嚢胞， 
26歳男性症例では乳頭状内皮細胞増殖を伴なう毛細管性
血管腫の診断を得たのでその概要を報告した。 
11.頭部まで拡大した広範囲歯性膿霧の 2例 
0磯貝嘉伸，武藤寿孝，今井裕
金沢美智子 (千大)
今回我々は頚部まで拡大した広範囲歯性膿療の 2例を
経験したので報告する。症例 1:患者:48歳，女性，[6
の自発痛と左顎下部より願下部に及ぶ腫脹を主訴に来
院。入院の上，同部に切開術を施行したが，腫脹は右胸
鎖乳突筋に沿い，頚部を下行拡大した。症例 2:患者， 
32歳，男性，庁の自発痛と左右顎下部，蹟下部より前頚
部に至る腫脹のため来院，入院の上左右顎下隙および前
頚下部の膿療を切開した。しかし膿は舌骨のレベノレを超
え，下方に貯溜する傾向があり，入院10日目に，鎖骨上
寓より排膿した。 2例とも頚動脈血管鞘および縦隔への
波及は認められなかった。 
12.幼年期より観察した下顎骨骨髄炎の 1症例 
0小原正紀，今井裕，花沢康雄
内山聡，露崎孝二 (千大)
藤原元幸，額賀康之，金沢正昭
堀越達郎
(東日本学園大・歯・口外)
近年，抗生剤の普及により，重篤な化膿性疾患は稀に
なったが，一方，難治化した下顎骨骨髄炎が，時に発生
する。今回は，我々は，このような現況にあって幼年期
より 10年間にわたり経過した症例を経験したので報告し
た。本症例は，患者が成長期にあっては化学療法にて経
過観察を，成人となってからは，外科療法，抗生剤，ス
テロイドを併用し，今後の治療に参考となると思われる
399 第642回千葉医学会例会・第 2回歯科口腔外科例会 
知見を得た。 
13.最近 5年間の本学口腔外科における細菌検査成績
に関する臨床統計的観察 
0大塔雄二，飯塚恒夫，榎本紀美子
京国直人，安達吉嗣，見崎 徹
堀 稔，田中博，工藤逸郎
(日大・歯・口外)
私達は432例の口腔領域疾患(昭和51-55年〉の細菌
検査成績について検討した。検出菌は， a-Streptococcus， 
Staphylococcus，Neisseriaが，比較的多く検出され，薬
剤感受性では合成 PC系， セフアロスポリン系に対し
て，高い感受性を示した。 
14.歯性化膿性疾患における検出菌の統計的観察 
0石津貞之，木村孝雪，甲原玄秋
(千大) 
1967年から， 1980年までの14年間に，千葉大学歯科口
腔外科の外来および入院で取り扱った歯性化膿性疾患の
細菌検査結果をまとめ，検出菌の時代的変遷について調
査した。最近 3年間では，嫌気性菌 (Peptostreptococcus， 
Peptococcus等)の検出が増加を示し，好気性菌におい
て， Streptococcus viridans，Neisseriaが高頻度に検出
された。この結果より後者の細菌による歯性感染症に対
する意義は従来とことなり一考を要すると思われた。 
15.歯性化膿性疾患における分離菌の薬剤感受性試験
成績について 
0金福栄，甲原玄秋，熱田藤雄
(千大) 
1967年より 14年間を 2期間に分け感受性試験成績を
比較した。資料は千葉大学中央検査部の報告に基く。 
Staphylococcusは EM，AB-PC，LCM，CP，PC-Gな
どに耐性を生じていた。 Streptococcusは， CER に耐
性を生じたが AB-PC，PC・G，CP，EM，TCなどには，
高い感受性を示した。嫌気性菌については 2期に分けて
の比較はできなかったが， CET，CP，LCM. PC-G， 
AB-PC，TC，CLDMなどに高い感受性を示し， GM 
には，耐性であった。今回の集計は従来の報告とほぼ同
様の結果であった。 
16.舌癌治療成績の検討 
0小村健，武官三三，嶋田文之
工藤典代
(千葉県がんセンター頭頚科)
小林操 (千大)
昭和47年11月より 55年 7月までに千葉県がんセンター
で、治療が行われた舌扇平上皮癌症例93例(Stage1 12例， 
stage I 26例， Stage III 35例， Stage IV 20例)につ
き検討し報告した。放射線療法が主体で， 3年生存率 
60.3%であった。 
17.当教室における過去10年間の口腔悪性腫療の臨床
統計的観察 
0小林操，石山信之，畑山洋司
桜庭裕 (千大)
当教室で治療を行った昭和44年 4月より，昭和54年 3
月までの10年間における口腔領域悪性腫蕩患者158例に
ついて臨床統計的に検討を加えた。口腔領域悪性腫療全
体の予後として， 3年生存率49.3%，5年絶対生存率 
39.4%の結果を得た。 
18. Etretinate (Ro 10・9359)による口腔角化病変の
治療成績 
0熱田藤雄，土屋晴仁，甲原玄秋
(千大)
当科外来において， V.A酸の誘導体の 1つである 
Etretinate投与による白板症，乳頭腫，扇平苔癖の治療
成績の概要を報告する。対象は11例で， 男 8例， 女 3
例;年齢， 31歳-82歳;白板症5例，乳頭腫 1伊L扇平
苔癖 5例であり，投与方法は30mgで約 2週-3カ月投
与した。結果は完全寛解 2例 (18%)，部分寛解(三;;50%) 
1例 (9%)，部分寛解 (<50%) 4例 (36%)，無効 4例 
(36%)であった。副作用は全症例に認められ，口唇炎 9
例 (82%)，皮膚落屑9例 (82%)，癌痔感 5例 (45%)な
どが見られたが，血液異常所見は認められなかった。さ
らに投与方法，期間， 量などについて症例を積み重ね
て，検討していきたいと思う。 
19.口腔領域における MalignantLymphomaの治
療経験 
0桜庭 裕，畑山洋司，国分恒雄
高橋喜久雄，佐藤研一 (千大)
最近3年あまりに， 6例の口腔領域における悪性リン
